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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部 

 

② 施設・事業所情報  

名称：チェリーガーデン保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：埴原 陽子 定員（利用人数）：90（100）名 

所在地：〒233-0016 横浜市港南区下永谷2-7-24  

TEL：045-828-6151 ホームページ：https://shafuku-

doujinkai.or.jp/facility/nursery-

school/cherry-garden 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 2009年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 同塵会 

 職員数 常勤職員：   26 名 非常勤職員：     17 名 

 専門職員 保育士：園長    １ 名 看護師：       1 名 

保育士：主任１名、副主任2名 保育士：       32 名 

 施設・設備

の概要 

（居室数）          （設備等） 

乳児室：     3 室 沐浴室：      1 室 

幼児室：     3 室 調理室：      1 室 

地域子育て支援室：1 室 トイレ：      5 室 

ホール：     1 室 事務室：      １ 室 

建物延床面積：751.37平方メ

ートル 

園庭：279.42平方メートル 

 

③ 理念・基本方針  

【保育理念】            

・人権や主体性を尊重し、自ら伸びゆく可能性を信じて、お子様のために誠意の限り

を尽くします。 

・子どもが現在をもっともよく生き、一生を通じて学び続ける姿勢を持ち、幸せな人

生を送るための土台を築いていきます。 

 

【基本方針】  

・良質な水準かつ適切な内容の保育・教育の提供を行うことにより、全ての子どもが

健やかに成長するために、適切な環境が等しく確保されることを目指します。 

・保育・教育の提供に当たり、利用する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積

極l的に増進するため、子どもの意思および人格を尊重するよう努めます。 

・子どもの家庭および地域との結びつきを重視した運営を行うとともにその支援を行

い、地域の関係諸機関と密接な連携に努めます。 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組  

【立地および施設の概要】  

 チェリーガーデン保育園は「社会福祉法人同塵会」が運営する保育所で、現在0～

5歳児100名（定員90名）が在籍しています。横浜市営地下鉄上永谷駅から徒歩15

分の所に立地しています。環状2号線から奥まった高台にあり、周囲は閑静な住宅街

です。園舎は鉄筋造りの2階建てで、園庭からは四季折々の富士山が見られます。周

囲には公園や遊歩道があり、子どもたちと散歩を楽しんでいます。 
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【園の特徴】 

子どもが自分のやりたいことを自分で決められるように、保育室には年齢に合った

玩具を豊富に取り揃えています。5歳児は月に3回モンテッソーリ教育の時間があ

り、一人ひとりが興味関心に合わせてじっくりと取り組んでいます。 

 幼児クラスは3～5歳児の異年齢保育を行っています（20人×3クラス）。異年齢

での人間関係が自然に育まれ、思いやりや優しさ、大きい子どもへのあこがれの気持

ちが芽生えています。 

地域の子育て支援を積極的に行っています。園長が地域の赤ちゃん教室でわらべう

たの講師をしています。園では月に2回子育てサロンを開催し、育児中の母子の遊び

の支援をしています。また、地域ケアプラザで開催する育児支援サークルに園の職員

が参加しています。 

 

⑤ 第三者評価の受審状況  

 評価実施期間 

 

2022年4月7日（契約日） ～ 

2022年12月26日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）    3 回（2017年度） 

＊回数は今回を含む 

 

⑥ 総評   

◇特長や今後期待される点 

１．一人ひとりを大切にする保育の実践 

職員は子ども一人ひとりの心が満たされるような関わりを大切に保育をしていま

す。0歳児から「わらべうた」や「ふれあいあそび」を多く取り入れています。職員

はしっかりと子どもと視線を合わせて、心を通わせる時間を大切にしています。 

乳児クラスはクラスを3グループに分けて、それぞれ担当の職員を決めています。

遊びや食事もクラス一斉ではなく、子どもたちの表情や様子を見ながらすすめていま

す。毎日同じ職員が食事や排泄等の身の回りの世話をして、密接に関わることで、子

どもの小さな変化や成長に気付けるようにしています。 

全てのクラスの日誌には「エピソード記録」として子どものつぶやきや、子ども同

士のやり取りや会話、子どもたちの成長等を記録しています。職員が一人ひとりの子

どもを丁寧に観察し、気持ちに寄り添う様子がうかがえます。 

 

２．障がいを一つの個性ととらえ、子どもをありのままに受け入れる環境整備 

園舎は玄関や室内に段差のないバリアフリー構造で、室内エレベーターや車いす対

応のトイレを備えています。障がいのある子どもの受け入れを行っています。常勤の

看護師がおり、入園前から保護者と連携して適切な対応を行っています。感覚に敏感

な子どものために、廊下の一角についたて・机・ソファーで専用のコーナーをつく

り、好きな絵本やおもちゃが用意してあります。子どもが必要に応じてクラスを離れ

て、一人で落ち着いて過ごせる空間になっています。 

職員が配慮の必要な子どもの援助をしている姿を周りの子どもたちが見ることによ

って、障がいも一つの個性と捉え、遊びや生活を通し、自然な関りができるようにし

ています。 

 

３．評価分析がより行いやすい中長期計画の目標設定 

理念や基本方針の実現に向けて「チェリーガーデン保育園の未来像」（5年計画）

を策定しています。「ICT化」「各種マニュアルの見直し」「地域のニーズに応じた

育児支援」「人材育成」「保育の質の向上」などの項目に分けて目標を明確にしてい

ます。中長期計画では数値目標の設定や期限管理が必要な項目についての評価基準が

十分ではありません。評価分析をしやすいように数値目標や具体的な成果等を設定す

ることが期待されます。 
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４．人材育成の一層の強化 

年度始めに自己申告書をもとに職員一人ひとりの目標設定を行い、園長からは各職

員に期待する姿について面談で伝えています。現状は、年度途中で目標の達成状況を

確認していません。個々の職員のモチベーション向上のために、中間面接を行い、進

捗状況の確認を行うことが期待されます。さらに、昇給や昇進の基準を明確にしたキ

ャリアパスを作成することも期待されます。 

 

 

⑦ 第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受審して 

 

開園して14年目になる今年度、３回目の第三者評価を受審することになりまし

た。 

前回の受審から5年の間に職員の入れ替わりもあり、職員の共通認識が求められる

時期でもありましたので、第三者評価受審により、自園の保育を見直す機会になれば

と取り組みました。職員全員が評価結果表にそって自己評価を行い、それを集約し会

議で話し合いをしながら確認や見直しをして共通認識ができるようにしました。 

保育の特徴である「一人ひとりを大切にする保育」「子どもたちの自主性を育てる

保育」「異年齢保育」等、大切にしているところはしっかり評価していただき職員の

励みにもなりました。今後も法人の理念や運営方針に沿った保育に努め、保育の質の

向上に向け取り組んで行きたいと思います。そして、指摘事項や話し合いにより見え

てきた課題や改善点などについては、早急に改善や変更を行って行きたいと思いま

す。 

  

末尾になりましたが、アンケートなどにご協力いただいた保護者の皆様や評価機関

の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

チェリーガーデン保育園  埴原 陽子 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


